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三
十
年
度
内
に
整
備
、
開
園
予
定 

帯
笑
園
保
存
会
で
は
、
昨
年
夏
頃
か
ら
、
市
教
委
・
文
化
振
興
課
と
帯
笑
園
の

整
備
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
担
当
の
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二

十
九
年
度
に
臨
春
亭
と
蔵
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
、
東
側
の
道
路
（
愛
称
名
＝

興
国
寺
城
通
り
）
拡
幅
工
事
に
合
わ
せ
、
三
十
年
度
に
は
塀
な
ど
の
外
構
と
駐
車

場
、
ト
イ
レ
等
を
整
備
し
て
三
十
年
度
内
の
開
園
を
目
指
す
と
の
こ
と
で
す
。 

道
路
工
事
を
担
当
す
る
道
路
建
設
課
で
は
、
道
路
拡
幅
部
分
に
生
え
て
い
る
樹
木

を
除
去
し
た
い
考
え
の
よ
う
で
、
文
化
財
セ
ン
タ
ー
も
異
論
は
な
い
よ
う
で
す
。 

 
 
 

庭
の
風
情
や
景
観
へ
の
配
慮
な
し 

帯
笑
園
の
庭
は
道
路
の
拡
幅
に
よ
り
東
西
の
幅
が
六
～
七
メ
ー
ト
ル
も
狭
め

ら
れ
る
結
果
、
道
路
際
に
生
え
て
い
る
大
き
く
育
っ
た
樹
木
の
ほ
と
ん
ど
が
残
り

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
樹
木
の
生
い
茂
っ
た
帯
笑
園
ら
し
い
景
観
が
見
ら
れ
な
く

な
る
の
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
帯
笑
園
保
存
会
で
は
、
道
路
工
事
に
当
た
っ
て

は
、
道
路
拡
幅
が
予
定
さ
れ
る
部
分
に
生
え
て
い
る
樹
木
を
活
か
し
て
帯
笑
園
の

風
情
や
景
観
の
保
持
に
配
慮
す
る
よ
う
何
度
も
要
望
し
て
き
ま
し
た
。
伐
る
の
が

惜
し
ま
れ
る
樹
木
を
園
内
に
移
植
す
る
か
、
あ
る
い
は
歩
道
上
に
街
路
樹
と
し
て

残
せ
な
い
か
提
案
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
考
慮
は
払
わ
れ
そ
う
に
あ
り

ま
せ
ん
。
道
路
建
設
課
で
も
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
も
、
帯
笑
園
の
景
観
や
風
情
に

配
慮
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い
の
で
す
。
道
路
拡
幅
部
分
に
建
つ
植
松
叟
花
園
記

の
石
碑
を
園
内
の
し
か
る
べ
き
場
所
へ
移
す
こ
と
も
せ
ず
、
石
碑
を
覆
う
屋
根
の

一
部
を
切
り
取
っ
て
済
ま
せ
た
い
。
塀
の
す
き
間
か
ら
碑
の
側
面
が
眺
め
ら
れ
れ

ば
よ
い
と
の
、
文
化
財
保
護
担
当
課
ら
し
か
ら
ぬ
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。。 

保
存
会
に
は
管
理
を
任
せ
な
い
！ 

整
備
が
完
了
し
た
後
は
、
週
五
日
開
園
し
、
庭
木
の
管
理
に
精
通
し
た
民
間

企
業
に
管
理
さ
せ
る
と
し
、
保
存
会
に
は
任
せ
な
い
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

原
の
歴
史
と
文
化
を
伝
え
る
国
の
登
録
文
化
財
で
あ
る
帯
笑
園
を
ど
の
よ
う
に

公
開
し
活
用
す
る
の
か
、
運
営
方
針
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
管
理
方
法
が
定
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
松
蔭
寺
を
は
じ
め
歴
史
の
あ
る
寺
々
や
神
社
、
本
陣
跡
、

白
隠
産
湯
の
井
戸
跡
な
ど
帯
笑
園
を
含
む
旧
原
宿
一
帯
は
、
原
の
人
々
に
と
っ
て

大
切
な
地
域
の
資
源
で
あ
り
、
原
の
宝
な
の
で
す
。
そ
の
重
要
な
構
成
要
素
の
一

つ
で
あ
る
帯
笑
園
の
管
理
を
原
と
無
縁
の
営
利
企
業
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
、

私
た
ち
保
存
会
は
ど
の
よ
う
に
振
舞
っ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

地
域
の
宝
を
ど
う
活
か
す
の
か
？ 

 

園
内
の
臨
春
亭
に
は
、
見
学
会
や
鑑
賞
会
の
際
に
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
い
て

い
る
と
お
り
、
皇
族
や
貴
賓
を
お
迎
え
し
た
際
に
使
わ
れ
た
机
や
い
す
、
掛
軸
や

屏
風
そ
の
他
の
調
度
品
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
整
備
後

に
は
こ
れ
ら
は
一
切
不
要
だ
と
し
て
、
耐
震
工
事
着
手
前
に
片
付
け
る
よ
う
に
と

植
松
氏
に
申
し
渡
し
た
そ
う
で
す
。
帯
笑
園
に
は
、
庭
園
の
歴
史
と
こ
こ
を
訪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

れ
た
人
々
と
の
交
流
の
足
跡
を
伝
え
る
文
物 

が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
貴
重
で 

あ
り
、
来
園
者
に
庭
園
と
共
に
そ
の
歴
史
的
・ 

文
化
的
な
価
値
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
開 

園
の
目
的
で
あ
る
は
ず
で
す
。
保
存
会
も
そ
う 

し
た
活
用
を
望
ん
で
来
ま
し
た
。 

沼
津
市
の
歴
史
や
文
化
を
大
切
に
す
る
こ 

と
を
公
約
に
掲
げ
た
大
沼
新
市
長
の
誕
生
に 

大
い
に
期
待
し
た
い
の
で
す
が
、
新
市
長
に
御 

目
通
り
が
叶
わ
な
い
う
ち
に
担
当
課
か
ら
示 

さ
れ
た
考
え
方
に
は
失
望
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。 
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樹
木
を
残
し
、
景
観
を
保
ち
た
い
！ 

 

左
上
の
写
真
は
、
空
か
ら
見
た
帯
笑
園
の
庭
の
様
子
で
す
。
道
路
が
広
が
っ

て
点
線
か
ら
下
の
樹
木
が
伐
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
下
の
写
真
は
、
庭
を
南

側
か
ら
北
側
に
向
か
っ
て
眺
め
た
様
子
で
す
。
点
線
か
ら
右
側
に
生
え
て
い
る
樹 

木
が
道
路
の
拡
幅
に
よ
り
伐
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
部
分
の
大
き
く
育
っ
た 

樹
木
が
な
く
な
れ
ば
、
庭
の
景
観
は
台
無
し
に
な
り
ま
す
。 

保
存
会
で
は
、
道
路
を
広

げ
る
前
に
樹
木
を
園
内
の

ほ
か
の
場
所
に
移
植
し
た

り
、
歩
道
上
に
残
し
た
り
す

る
よ
う
、
市
に
要
望
し
て
い

ま
す
。
伐
り
払
わ
れ
る
の
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

何
と
も
残
念
で
す
。 

               

(

飯
田
理
一
朗
会
員
撮
影
・
提
供) 

 

   

昨
年
六
月
に
開
催
し
た
総
会
で
の
報
告
と
一
部
重
複
し
ま
す
が
、
昨
年
一
年
間

の
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。 

一
月 

六
日 

牧
島
光
春
先
生
の
ご
尽
力
に
よ
り
刊
行
し
た
『
帯
笑
園
撮
録
』

を
栗
原
前
市
長
に
謹
呈
。
市
議
会
図
書
室
、
県
立
中
央
図
書
館
、

市
立
図
書
館
、
原
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
寄
贈
。 

 
 

 

三
十
日 

「
桜
草
の
育
て
方
教
室
」
を
沼
津
さ
く
ら
そ
う
会
代
表
真
野
契

子
様
、
武
川
利
一
会
員
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
開
催
。 

二
月 

六
日 

牧
島
光
春
先
生
に
講
師
を
お
願
い
し
、『
帯
笑
園
撮
録
』
を
読 

む
会
を
開
催
。
好
評
に
つ
き
第
二
回
を
三
月
十
二
日
に
開
催
。 

四
月
二
九
日 

第
十
三
回
桜
草
鑑
賞
会
・
琴
の
演
奏
会
を
開
催
。 

 
 
 
 
 
 

 

岸
駒
筆
蹲
虎
図
を
基
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
制
作
し
、 

頒
布
を
開
始
。 

 

五
月
一
八
日 

中
日
（
東
京
）
新
聞
が
取
材
。 

 
 
 

二
十
日 

原
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
部
会
が
取
材
。 

六
月
一
七
日 

帯
笑
園
保
存
会
総
会
を
開
催
。 

 
 

 

一
九
日 

佐
野
光
弘
氏
ら
伊
豆
羽
蝶
蘭
会
と
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
原
自
治
会 

 

等
の
協
力
に
よ
り
初
の
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
展
を
開
催
。 

 
 
 

二
二
日 

原
選
出
の
四
人
の
市
議
立
会
い
の
下
、
服
部
新
教
育
長
に
要
望
。 

二
六
日 

植
松
善
夫
元
会
長
ご
逝
去
。 

七
月
一
九
日 

文
化
財
セ
ン
タ
ー
と
施
設
整
備
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
以
後 

 
 
 
 
 
 

六
回
に
わ
た
り
市
の
考
え
方
を
聞
く
。 

九
月 

一
日 

保
存
会
役
員
が
駐
車
場
の
計
画
を
現
地
検
分
。 

十
月
一
五
日 

久
保
田
湖
水
先
生
ほ
か
に
よ
る
薩
摩
琵
琶
演
奏
会
を
開
催
。 

 
 

 
二
三
日 

日
本
経
済
新
聞
（
静
岡
支
局
）
が
取
材
。 

三
十
日 

原
コ
ミ
文
化
祭
で
岸
駒
蹲
虎
図
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
販
売
。 

十
一
月
二
一
日 
道
路
建
設
課
と
の
話
し
合
い
。
翌
月
二
一
日
に
も
開
催
。
今
年 

度
中
に
は
樹
木
の
移
植
は
困
難
な
見
通
し
に
。 

 

 

平
成
二
十
八
年
の
取
り
組
み
を
振
り
返
る 
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桜草の育て方教室を開催 牧島先生を講師に「撮録を読む会」を開催 

     蓮根の植え替え作業  岸駒筆蹲虎図の Tシャツ(3 色)を制作・頒布 

 

恒例の桜草鑑賞会・琴の演奏会を開催 

    初のウチョウラン展開催 

   栗名月の下、薩摩琵琶演奏会を開催 
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中
日
、
日
経
、
沼
朝
の
各
紙
や 

原
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
機
関
紙
が
紹
介 

 
 

昨
年
本
会
が
刊
行
し
た
『
帯
笑
園
撮
録
』
に
は
、
沼
津

御
用
邸
に
滞
在
し
た
皇
太
子
時
代
の
大
正
天
皇
や
昭
憲

皇
太
后
が
し
ば
し
ば
帯
笑
園
を
訪
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
沼
津
御
用
邸
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
こ
と
を
報
じ
た
沼
津
朝
日
新
聞
は
、
皇
族
方
が
帯
笑

園
を
訪
れ
る
こ
と
を
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
を

伝
え
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
同
紙
記
事
を
抜
粋
し
て
綴
じ

込
み
ま
し
た
。
な
お
、『
帯
笑
園
撮
録
』
は
市
立
図
書
館
、

原
地
区
セ
ン
タ
ー
に
備
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
読
み
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 

五
月
一
八
日
に
は
中
日(

東
京)

新
聞
沼
津
支
局
の
熊

崎
記
者
が
帯
笑
園
を
取
材
に
訪
れ
、
上
の
記
事
が
七
月
三

日
付
け
の
同
紙
で
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
関
東
甲
信
越
・
中

部
の
広
範
囲
の
読
者
に
帯
笑
園
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
次
第
で
す
。 

 
 

ま
た
、
五
月
二
十
日
に
は
原
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
部
会

の
皆
さ
ん
が
機
関
紙
『
葦
』
一
六
一
号
に
帯
笑
園
を
紹
介

す
る
企
画
で
取
材
に
訪
れ
ま
し
た
。
『
葦
』
は
カ
ラ
ー
刷

り
で
一
ペ
ー
ジ
を
組
み
、
帯
笑
園
に
つ
い
て
紹
介
し
て
く

れ
ま
し
た
。
地
元
の
原
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ら
で
は
の
温
か
い
思

い
入
れ
が
行
間
に
滲
む
良
い
記
事
で
し
た
。
原
小
の
児
童

が
親
子
で
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

 
 

十
月
二
三
日
の
見
学
会
に
は
日
本
経
済
新
聞
静
岡
支

局
の
中
村
記
者
が
取
材
に
訪
れ
、
十
一
月
二
日
付
け
同
紙

静
岡
版
で
中
綴
裏
面
の
記
事
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
掲
載

さ
れ
た
記
事
を
読
ま
れ
た
県
内
の
同
紙
購
読
者
の
方
々

か
ら
問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
、
翌
月
の
見
学
会
に
は
藤
枝

市
な
ど
遠
方
か
ら
も
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 


